
(第2号様式)
                                                                          西特第 　2544　　号
                                                                          令和7年  ３　月２４日
沖縄県教育委員会教育長　殿
                                                                
                                                                沖縄県立西崎特別支援学校
                                                                     校　長　　呉　屋　光　広
                                              （公印省略）

                                              
                      

                                              

１　日時、場所、出席状況等
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２　学校評議員に求めた事項

３　学校評議員の意見

４　学校運営に反映した事項

５　課題その他

今年度も、各学部、毎学期の学習活動や行事等の様子を報告し、保護者としての視点、就労支援の視点、学
校経営に関する視点等、学校評議員のご意見を頂戴した。また、今年度から各分掌主任からも取組の報告を
行ったことにより、学校の様子や取組がよく伝わってくるとのご意見も頂戴した。次年度も本校の各学部、分
掌の取組について紹介し、ご意見・助言を受けながら更に教育活動や学校運営の改善に活かしていきたい。

令和6年度県立学校学校評議員の運営状況について(報告)

評議員を卒業生の保護者、就労支援事業所、本校元校長を選任している。各学部、毎学期の学習活動及び
行事等の様子を報告し、保護者としての視点や就労支援の視点、学校経営に関する視点など学校評議員の
ご意見を受けながらこれからの学校運営に活かしていく。

・学校防災や健康教育、人権教育、生徒指導の取組が素晴らしい。
・毎月発行される学校だよりに主な取組や各学部における学習実践が掲載されており、HPにおいても公表さ
れているので、本校の教育方針がよく伝わってくる。可能な限りで分掌部発行の便りも公表されるとよい。
・教科指導がしっかりと取り入れ、実態に応じた丁寧な指導が行われている。
・保護者からの要望を取り入れて、就業体験の機会を増やしたことは素晴らしい。

評議員から「4月の津波避難時はどういう状況だったか。津波避難についてはモデル校だったため、ある程度
の備えはできていたとしてもその都度、避難計画を更新する必要がある。」とご意見を頂いた。そのご意見を
基に、津波避難時の避難計画の再度見直し、職員全体で確認を行った。
キャリア教育の視点を持った学級経営の在り方についての研究や実践についての成果報告に関しては、キャ
リアパスポートを活用した途切れのない教育実践をしながら次年度も継続して取り組んでいきたい。

   令和6年12月11日付け教県第1582号により依頼のありましたみだしについて、下記のとおり報告します。

3名参加(評議員3名中）

令和6年12月11日 会議室 3名参加(評議員3名中）

3名参加(評議員3名中）

記

令和6年5月24日 会議室

令和7年3月7日 会議室


